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平成30年度・副幹事長  ▶ 平成31年度・副幹事長
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退任のご挨拶 執行部の末席
として、伝統に
恥じない１年を。

先ずは、1年間、ご指導ご鞭撻、はたまた温かい激

励のお言葉を頂戴致しましたことを心より御礼申し上

げます。

在任中は、若手会枠からの執行部役員選任というこ

とで、主に新人交流委員会や若手会へのフォローを中

心に担当させていただきました。新人交流委員会の正

副委員長、若手会の世話人代表や世話人の皆様方には

たいへんお世話になりました。至らない点も多々あっ

たかと思いますが、重ね重ね御礼申し上げます。

また、日弁連総会や人権大会など初参加させていた

だき、貴重な経験をさせていただきました。弁護士会

の仕組みがよく分かりました。ただ単に旅行に行った

だけという話もありますが…。さらには、外部会場で

のイベント（正副委員長会議の大北京と新年会の聘珍

樓、中華ばかりですみません。）のセッティングをしま

した。皆さん、お料理はいかがでしたでしょうか。大

北京は個人的にお勧めです。

最後に、平成30年度執行部の皆様、和気あいあい

とした雰囲気で、気楽に職務を終えられて感謝してお

ります。あまりお役に立っていませんが、このご縁を

機に今後ともよろしくお願いいたします。12月には

自身が入院し、1月には母が亡くなり、その間、滞り

なく職務を行っていただいた副幹事長の皆様方ありが

とうございました。

また、入院の際にお見舞いにお越しいただいた先生、

母の通夜、葬儀にご参列いただいた先生方、たくさん

の供花、弔電をいただいた先生方、この場をお借りし

て深く御礼申し上げます。

今後は、一友新会員としてよろしくお願い申し上げ

ます。

平成31年度の友新会執行部副幹事長に就任いたし

ました、65期の辻岡信也と申します。事前準備の段

階から執行部の責任の重さをひしひしと感じた次第で

して、改めて身が引き締まる思いでおります。

これまで新人として可愛がって頂き、ただ友新会の

庭で自由に遊んでいただけの私が、就任して最も強く

感じたことは、あらゆる面において友新会が大変確固

たる団体なのだということです。これは、友新会が長

い歴史と諸先輩方の努力の上に成り立っていることで

あり、執行部の第一の役割はこの伝統に培われた友新

会という組織の重みにさらなる1ページを加え、次代

に引き継いで行くことなのだろうと感じています。そ

れと同時に、変わりゆく社会に対応すべく、新たな試

みを積極的に行っていくことも必要で、それこそが「友

新会」の名が組織のあり方に求めるものであろうと思

います。執行部の中で最も期の若い私が、伝統を守る

などと申し上げるのはおこがましいところですが、新

しい試みを行うことは、むしろ若い期に期待されてい

ることなのではないかと思います。

執行部での1年間、この私がお役に立てるであろう

事で、友新会に貢献していきたいと思います。至らぬ

点だらけですが、皆様よろしくお願い申し上げます。

さて、新執行部のメンバーはなんだか出来過ぎた構

成でして、副幹事長全般、とにかく良く喋る。もとも

とほぼ全員ご縁のある仲であることに加え、このメン

バーです。議案を揉む中で意味のある話、ない話、い

ろいろな話が渾然一体となってこねくり回される中で

一応結論めいたものになり、これを岩井幹事長が格調

高い結論に仕立て上げてくださる。すごいバランスだ

なと感じています。この楽しい執行部を1年間、目一

杯楽しみます。

Sugitani Fumiaki（新64期）
杉 谷 文 明

副幹事長

Tsujioka Shinnya（65期）
辻 岡 信 也

副幹事長


